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論 文 要 旨

本論文は、第 1章の序論、第 2章の研究 1、第 3章の研究 2、第 4章研究 3、第５章の総

合考察で構成された。

第 1 章の序論では、高齢者学習のメリットと、日本における高齢者学習推進施策が説明

された。また、日本、欧米、中国における高齢者の学習ニーズとその実践の学習領域でのキ

ャップの特徴を把握し、それを改善するため、学習ニーズと実践を評価し関連要因を検討す

ることが必要であるという問題提起が述べられている。高齢者における主観的な学習ニー

ズ、学習実践の評価指標、学習ニーズと実践とのギャップの現状、学習実践に関連する要因

の研究の到達点と課題が明示され、学習における「必要ニーズ」、「興味ニーズ」、「学習経験」

に共通する指標がないこと、学習領域における学習ニーズと実践とのギャップの現状が不

明であること、地域在住高齢者を対象とした学習ニーズ、学習実践に関連要因に関する研究

が不十分であり、学習ニーズと学習経験の評価指標を作成し、地域在住高齢者を対象として、

その指標を活用し、理論モデルを明確にする研究の必要性が指摘されている。

第２章の研究 1では、【アカデミックトピック】【実践的なトピック】【内省的なトピック】

の学習領域に基づき、地域に在住高齢者を対象としたフォーカスグループインタビュー、専

門家による内容的妥当性の検討を経て、60歳以上の 242 人を対象とした調査を行った結果、

「必要ニーズ」「興味ニーズ」「学習経験」に共通する【アカデミックトピック】【実践的な

トピック】【内省的なトピック】という 3 次元計 36 項目が抽出された。この項目案に基づ

き、専門家による内容的妥当性の評価を行った結果、【一般的学問と高齢期に関する専門知

識】【高齢期における日常生活の課題】【人生の振り返り】という 3次元計 29項目の項目案
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が得られた。次に、地域在住の 60 歳以上の 242 人を対象とした調査に基づき、因子分析を

経て、「高齢期における日常生活の課題」「ICT技能」「人生の振り返り」「一般的学問」とい

う 4つの学習領域が抽出され、信頼性と妥当性が検証された 19 項目が得られた。

第 3 章の研究２では、研究 1 で作成した評価指標を用いて，学習領域別の主観的なニー

ズの強さと学習実践とのギャップを明らにすることを目的として研究が行われた結果、高

齢期における日常生活の課題の主観的なニーズが最も高いことなどが明らかとなった。

第 4 章の研究３では、健康行動変容理論に基づき、高齢者の学習ニーズの出現とその実

践への移行に関連する要因を明らかにすることを目的として研究が行われた結果、主観的

な学習ニーズのない状態からニーズの出現のステージの変容には，老後に向けての準備へ

の努力、学習効果への認知が、ニーズの出現から実践への変容には、家族・友人が高齢者の

学習に対して好意的・支援的であることが関連していることが明らかにされた。

第 5 章の総合考察では、本研究の３つの指標で、地域在住高齢者の主観的なニーズと実

践を評価することが可能であり、高齢者向けの学習プログラムでは，従来の「教養」系から

「高齢期における日常生活の課題」や「人生の振り返り」を位置づけることが必要であるこ

とが指摘されている。さらに、この指標を活用し、学習ニーズの自覚と実践のギャップを評

価し、その結果を踏まえて、学習プログラムを改善することが可能であり、学習推進策に関

して、学習参加者による学習プログラムの企画および参加者のインフォーマルなネットワ

ークを活用した参加の呼びかけ、若い世代も含めた全世代型の共学ができるようなプログ

ラムの構築が今後は必要であることが提唱されている。

論文審査要旨

学位請求論文を主査・副査が査読を行い、査読結果に対して、学位請求論文提出者に加筆

修正を求め、論文審査としての可否を判断した。本論文は、第 1 章の序章、第 2 章の研究

1、第 3章の研究２、第 4章の研究 3、第 5章の総合考察から構成されている。序章では、

高齢者の学習ニーズと実践とのギャップを改善することの必要性が問題提起され、本論文

の主目的である、高齢者の学習における必要ニーズ、興味ニーズ、学習経験に共通する指標

の開発、学習ニーズと実践とのギャップの現状の解明と理論モデルの構築の必要性が述べ

られている。第 2章の研究１では、文献研究、地域在住高齢者を対象としたグループインタ

ビュー、専門家の妥当性の評価、地域在住高齢者に対する調査により、「高齢期における日

常生活の課題」「ICT技能」「人生の振り返り」「一般的学問」という 4つの学習領域が抽出

され、信頼性と妥当性が検証された 19 項目が得られた。第 3章の研究 2では、高齢期の学

習ニーズとして、日常生活の課題の主観的ニーズが最も高いこと、および実践とのギャップ

の実態が明らかにされた。第 4 章の研究 3 では、学習ニーズ出現のステージの変容の関連
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要因が解明された。総合考察では、本研究で開発された指標を用いた学習プログラム改善の

可能性が述べられている。

査読者から、本論文の学問領域の位置づけ、3つの研究を総合した全体的知見を述べるこ

との必要性などの指摘があったが、本論文は学位論文として老年学だけでなく教育学領域

においても研究成果が貢献し得ると評価され、論文審査としては合格の水準であると判定

された。

口頭審査要旨

2021 年 7 月 18 日 16 時より、公開で、30 分の発表、30 分の質疑応答が行われ、その結

果を基に主査・副査が非公開で審査を行った。

質疑応答では、老年学は学際的であり本論文は教育学というより公衆衛生学の枠組みで

の研究と考えられるが、今後は、より学際的なアプローチが必要であるという意見、将来は

新しい学習ニーズが開発される可能性もあるが、その際には概念の再構成が必要になるの

ではないかというコメント、3つの研究の関連を何らかの形で明示する方が本研究の全体像

を理解しやすいという指摘、高齢者に対するカリキュラムの作成、開発に家族などとの人間

関係の側面の重要性を活かすことが望まれるという要望があった。発表者からは、先行研究

に基づき、現時点での必要および興味という学習ニーズを解明したので、今後、学習ニーズ

の拡大や時代の変化に応じた研究の継続が課題である、という回答があった。ICTに関連す

る学習ニーズは、COVID19 の影響を受けた可能性もあるので、そのことにも触れておいた

方が良いのではないか、という示唆があった。

以上、提出された学位請求論文の内容は、３つの研究それぞれが学位請求論文として充分

な水準を満たしており、内外の先行研究文献の渉猟、データ解析の手法なども適切に行われ

ている。よって、口頭試問の結果は、主査・副査が全員一致して合格であると判定した。


